
◆福祉と保健の相談の内訳（磯子区）
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◆民生委員・児童委員活動件数（磯子区）
民生委員・児童委員は、厚生労働大臣から委嘱され、地域住民の立場に立って様々な相
談に応じ、必要な援助を行うことで地域福祉の増進に努めています。

※項目は厚生労働省報告例によります。

 在　　宅　　福　　祉 560 5.3
 介　　護　　保　　険 365 3.4
 健 康 ・ 保 健 医 療 3,617 34.0
 子 育 て ・ 母 子 保 健 597 5.6
 子 ど も の 地 域 生 活 588 5.5
 子どもの教育・学校生活 442 4.2
 生　　　　活　　　　費 101 1.0
 年　金　・　保　険 35 0.3
 仕　　　　　　　　　事 17 0.2
 家　　族　　関　　係 320 3.0
 住　　　　　　　　　居 236 2.2
 生　　活　　環　　境 394 3.7
 日　常　的　な　支　援 1,626 15.3
 そ　　　　の　　　　他 1,727 16.3
 　　　　　計 10,625 100.0
 高齢者に関すること 7,826 73.7
 障害者に関すること 376 3.5
 こどもに関すること 1,658 15.6
 そ　　　　の　　　　他 765 7.2
 　　　　　計 10,625 100.0

高齢者　　65歳以上
成　人　　18～64歳
児　童　　18歳未満

福祉と保健の相談窓口では、ケー
スワーカー・保健師が連携して、高
齢者（介護保険・一般行政サービス・
訪問指導・介護予防等）、障害者（身
体障害者手帳・精神保健福祉手帳・
愛の手帳・手当・補装具等）、児童
（保育所等）、ひとり親家庭（児童扶
養手当・母子生活支援施設・修学資
金貸付等）など様々な相談に応じて
います。

相談支援に占める割合（％）

（平成23年度）
〔磯子区高齢・障害支援課〕

（平成23年度）

〔磯子区福祉保健課〕

障害者（成人）
3,618人
（33%）

高齢者
3,014人
（28%）

児童
2,567人
（24%）

その他
252人（２%）

相談件数
10,918件

ひとり親家庭
1,467人
（13%）

保育所は、保護者が働いていたり、病気などで乳幼児を日中保育できないときに保護
者に代わって保育する児童福祉施設で、区役所こども家庭支援課が入所を決定していま
す。磯子区内には４か所の公立保育園と16か所の民間保育園があります。

またその他の保育サービスとして、横浜保育室（認
可外保育施設のうち、施設基準や保育料・保育時間
等について横浜市が独自に設けた基準を満たした施設
で、横浜市が助成している施設）や家庭保育福祉員
（産休明け児から３歳未満児までを対象に、保護者が
仕事や病気等で昼間お子さんを保育できないときに、福祉員の自宅で、少人数の家庭的
な雰囲気中で保育する）といった制度もあります。磯子区内には横浜保育室が５施設、家
庭保育福祉員が３名、横浜市家庭的保育事業が１か所あります。

入所状況一覧

◆子育て

〔磯子区こども家庭支援課〕
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（平成24年４月１日現在）

〈区内の保育所〉

磯子区の
待機児童の数は
７人で、去年より
51人減ってるよ
（Ｈ24.４.１現在）
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  1,544 1,446 1,453

 受診者数／対象者数 1,372／1,432 1,277／1,330 1,241／1,280

 受　診　率 95.8 96.0 97.0

 受診者数／対象者数 1,403／1,466 1,373／1,444 1,263／1,346

 受　診　率 95.7 95.1 93.8

 受診者数／対象者数 1,199／1,286 1,285／1,369 1,325／1,414

 受　診　率 93.2 93.9 93.7

平成21年度

母子健康手帳交付数

４か月児

１歳
６か月児

３歳児

平成22年度 平成23年度

〈母子健康手帳交付数・乳幼児健診受診者数（磯子区）〉

〔磯子区こども家庭支援課〕

平成24年は園児2,079人、小学生7,320人、中学生3,118人、高校生3,678人、合計
16,195名となっており、ピーク時（昭和56年、合計31,357名）と比べてほぼ半減してお
り、明らかな少子化傾向が見られます。

（各年５月１日現在）

〈園児・児童・生徒数の推移（磯子区）〉
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〔学校基本調査〕

乳幼児健診では、心身の発達のチェックや疾病異常の早期発見に努めるとともに、保
健指導・栄養指導を行っています。また必要に応じて経過観察によって乳幼児の健康増
進にも取り組んでいます。
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基本的生活に関すること
95件

合　計
951件

〈子ども・家庭支援相談事業の相談実績（磯子区）〉

育児・環境に
関すること
139件

発育・発達に
関すること
56件

性格・行動に
関すること
308件

その他
79件

情報提供
117件

医学的問題に
関すること
140件

学習に関すること
17件

（平成23年度）
〔磯子区こども家庭支援課〕

（各年９月30日現在）
〔横浜市人口ニュース〕
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磯子区は
栄区（25.6％）、旭区（24.8％）についで

３番目に高いよ。
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〈町別高齢単身者率〉

中　区
丸山一丁目

南　区

滝頭一丁目 丸山二丁目

岡村三丁目
滝頭二丁目

上町

馬場町

坂下町

下町

原町
西町

岡村四丁目

岡村二丁目

岡村六丁目岡村五丁目 岡村
一丁目

岡村七丁目

岡村
八丁目

磯子六丁目

磯子七丁目

磯子八丁目

久木町

中浜町

磯子
二丁目

磯子四丁目磯子五丁目

磯子
一丁目

広地町
滝頭
三丁目 東町

鳳町

JR根岸線
至　横浜

磯子台

磯子
三丁目

汐見台

森
一丁目 新森町

森二丁目
森四丁目

森が丘
一丁目

森が丘二丁目

森三丁目
新中原町

新磯子町

森五丁目

森六丁目

中原
一丁目

新杉田町
中原
二丁目中原三丁目

田中一丁目
洋光台一丁目

田中二丁目
栗木一丁目

中原
四丁目 杉田

一丁目

杉田
四丁目

杉田
五丁目

杉田三丁目

杉田
二丁目栗木二丁目

洋光台二丁目

洋光台三丁目

洋光台五丁目

洋光台四丁目 栗木三丁目

上中里町

杉田七丁目

杉田坪呑 杉田六丁目

杉田八丁目
洋光台六丁目

峰　町

杉田
九丁目

氷取沢町

港 南 区

根 岸 湾

栄　区 金 沢 区

金沢シーサイドライン
至　金沢八景

至　金沢文庫

京浜急行線
至　上大岡

至　大船

洋光台

杉田

新杉田

屏風浦

磯子

根
岸

0.0～3.9％又は秘匿

4.0～6.9％

7.0～9.9％

10.0％以上

〔平成22年国勢調査〕

ちなみに県下での
磯子区の高齢単身者率（11.0％）は、
湯河原町（15.6％）、真鶴町（14.2％）
についで３番目に高いんだよ。
（平成22年10月１日現在）

〈要介護認定者の状況（磯子区）〉

コラム6

（平成24年３月31日現在）
〔磯子区高齢・障害支援課〕

総認定者数
6,383人

要支援１
758人
(11.9%)

要支援２
999人
(15.6%)

要介護５
727人
(11.4%)

要介護４
765人
(12.0%)

要介護３
790人
(12.4%) 要介護１

1,015人
(15.9%)要介護２

1,329人
(20.8%)

高齢者の介護を社会全体で支
えていくために設けられたのが
介護保険制度です。
介護保険のサービスを利用す

るためには介護を必要とする状
態にあるかどうかについて、区
役所や地域包括支援センター（地
域ケアプラザ等）で申請を行い、
要介護の認定を受ける必要があ
ります。

要介護度の判定について
要介護度の判定は申請者に対する介護サービスの必要度（どれくらい介護サービス

を行う必要があるか）を判断するものです。したがって、申請者の「病状等が重くな
った」ことにより、必ずしも「高い要介護度に判定」されるものではありません。
なお、判定は申請時の状況に基づいて行われますが、その後心身の状態に変化が生

じ、介護の必要度が変わった場合には、要介護度の変更を求める申請を行うことがで
きます。しかしながら、要介護度が上がると利用できるサービスの限度額は増える
（下記参考参照）ものの、サービスによっては利用単価が上がるなど、自己負担額は
増加する場合がありますので、変更申請を行う際には、事前にケアマネジャー等と相
談することをお勧めします。

●参　考（居宅サービスの利用限度額）

要支援

要介護

要介護度
約５万円要支援１

約10～11万円要支援２
約17万円要介護１

約19～21万円要介護２
約27～28万円要介護３
約31～33万円要介護４
約36～38万円要介護５

１ヶ月あたりの居宅サービスの利用限度額※

※居宅サービスを上限まで利用した
場合の目安の金額。この範囲内に
おいて、１割の自己負担でサービ
スの利用が可能（限度額を超えた分
は全額自己負担）。

※食費・部屋代等が発生する場合に
ついては別途。

（平成24年度）
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〈町別高齢単身者率〉
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〔平成22年国勢調査〕

ちなみに県下での
磯子区の高齢単身者率（11.0％）は、
湯河原町（15.6％）、真鶴町（14.2％）
についで３番目に高いんだよ。
（平成22年10月１日現在）

〈要介護認定者の状況（磯子区）〉

コラム6

（平成24年３月31日現在）
〔磯子区高齢・障害支援課〕

総認定者数
6,383人

要支援１
758人
(11.9%)

要支援２
999人
(15.6%)

要介護５
727人
(11.4%)

要介護４
765人
(12.0%)

要介護３
790人
(12.4%) 要介護１

1,015人
(15.9%)要介護２

1,329人
(20.8%)

高齢者の介護を社会全体で支
えていくために設けられたのが
介護保険制度です。
介護保険のサービスを利用す
るためには介護を必要とする状
態にあるかどうかについて、区
役所や地域包括支援センター（地
域ケアプラザ等）で申請を行い、
要介護の認定を受ける必要があ
ります。

要介護度の判定について
要介護度の判定は申請者に対する介護サービスの必要度（どれくらい介護サービス
を行う必要があるか）を判断するものです。したがって、申請者の「病状等が重くな
った」ことにより、必ずしも「高い要介護度に判定」されるものではありません。
なお、判定は申請時の状況に基づいて行われますが、その後心身の状態に変化が生
じ、介護の必要度が変わった場合には、要介護度の変更を求める申請を行うことがで
きます。しかしながら、要介護度が上がると利用できるサービスの限度額は増える
（下記参考参照）ものの、サービスによっては利用単価が上がるなど、自己負担額は
増加する場合がありますので、変更申請を行う際には、事前にケアマネジャー等と相
談することをお勧めします。

●参　考（居宅サービスの利用限度額）

要支援

要介護

要介護度
約５万円要支援１

約10～11万円要支援２
約17万円要介護１

約19～21万円要介護２
約27～28万円要介護３
約31～33万円要介護４
約36～38万円要介護５

１ヶ月あたりの居宅サービスの利用限度額※

※居宅サービスを上限まで利用した
場合の目安の金額。この範囲内に
おいて、１割の自己負担でサービ
スの利用が可能（限度額を超えた分
は全額自己負担）。

※食費・部屋代等が発生する場合に
ついては別途。

（平成24年度）
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〈愛の手帳（療育手帳）所持者数〉

〈精神保健福祉手帳所持者数〉

総　数
1,085人

２級
555人

１級
129人

３級
401人

（平成24年３月末現在）
〔障害者更生相談所〕

（平成24年３月末現在）
〔こころの健康相談センター〕

軽度Ｂ２
（IQ75以下）
364人 総　数

973人 重度Ａ２
（IQ35以下）
190人

最重度Ａ１
（IQ20以下）
206人

中度Ｂ１
（IQ50以下）
213人

手帳の交付対象となるのは、
児童相談所または横浜市障害者
更生相談所で知的障害と判定さ
れた方で、障害の程度によって
４段階に区分されます。磯子区
内の愛の手帳所有者は全体で973
人ですが、そのうち348人（35.8
％）が18歳未満です。

手帳の交付対象となるのは、
精神障害のため長期にわたり日
常生活又は社会生活への制約が
ある方で、障害の程度によって
１級から３級までに区分されま
す。磯子区内の精神保健福祉手
帳の所有者は1,085人で、年々
増加傾向にあります。

◆障害者（磯子区）

〈身体障害者手帳所有者数〉

内部機能
1,478人

肢体
2,462人

総　数
4,703人

聴覚・平衡機能
394人

視覚
331人

音声・言語
そしゃく機能
38人

（平成24年３月末現在）
〔障害者更生相談所〕

手帳の交付対象となるのは、
視覚、聴覚、平衡機能、音声機
能、言語機能、そしゃく機能、
肢体、内部機能に永続する障害
があり障害等級表に該当する方
で、障害の程度により、１級か
ら６級までの区分があります。

障害のある方の手帳は３種類あります。各手帳をお持ちの方は障害の種類や程度に応じ
て在宅生活の支援や外出の支援、手当等各種制度を利用できます。

◆生活保護
〈保護率の推移〉
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※保護率（‰）=被保護人員／人口×1,000

〈区別保護率〉

平成23年度末の生活保護率（人口1,000人当たりの生活保護者数）は、横浜市の平均
（18.5‰）よりは低いものの、平成元年以降で一番低かった平成５年（4.5‰）と比較する
と約3.7倍になっています。
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磯子区の
被保護世帯数は、2013世帯だよ。
（平成24年９月末現在）
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〈愛の手帳（療育手帳）所持者数〉

〈精神保健福祉手帳所持者数〉

総　数
1,085人

２級
555人

１級
129人

３級
401人

（平成24年３月末現在）
〔障害者更生相談所〕

（平成24年３月末現在）
〔こころの健康相談センター〕

軽度Ｂ２
（IQ75以下）
364人 総　数

973人 重度Ａ２
（IQ35以下）
190人

最重度Ａ１
（IQ20以下）
206人

中度Ｂ１
（IQ50以下）
213人

手帳の交付対象となるのは、
児童相談所または横浜市障害者
更生相談所で知的障害と判定さ
れた方で、障害の程度によって
４段階に区分されます。磯子区
内の愛の手帳所有者は全体で973
人ですが、そのうち348人（35.8
％）が18歳未満です。

手帳の交付対象となるのは、
精神障害のため長期にわたり日
常生活又は社会生活への制約が
ある方で、障害の程度によって
１級から３級までに区分されま
す。磯子区内の精神保健福祉手
帳の所有者は1,085人で、年々
増加傾向にあります。

◆障害者（磯子区）

〈身体障害者手帳所有者数〉

内部機能
1,478人

肢体
2,462人

総　数
4,703人

聴覚・平衡機能
394人

視覚
331人

音声・言語
そしゃく機能
38人

（平成24年３月末現在）
〔障害者更生相談所〕

手帳の交付対象となるのは、
視覚、聴覚、平衡機能、音声機
能、言語機能、そしゃく機能、
肢体、内部機能に永続する障害
があり障害等級表に該当する方
で、障害の程度により、１級か
ら６級までの区分があります。

障害のある方の手帳は３種類あります。各手帳をお持ちの方は障害の種類や程度に応じ
て在宅生活の支援や外出の支援、手当等各種制度を利用できます。

◆生活保護
〈保護率の推移〉
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と約3.7倍になっています。
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コラム7

地域福祉保健計画は、地域に暮らす誰もが幸せな生活を送れるように、区民・地域
団体・関係機関・区役所・区社会福祉協議会などが力を合わせて、地域で支えあえる
関係をつくることを目指した計画です。平成23年4月から始まった第２期計画では、
「身近な地域で、さりげなく気配りや見守りが行われているまち」を目指します。

このようなまちを目指して第２期計画を進めるために、磯子区内の全ての地区の皆
さんに取り組んでいただきたい２つの共通テーマを設定しました。この共通テーマに
ついては、区役所・区社会福祉協議会が積極的に支援していきます。

災害に備えた要援護者の地域でのサポート体制づくりの推進

地域の支え合いの推進

共通テーマ２

共通テーマ１

あのおうち、
ママが気にして
いたな

雨戸は開けて
いるみたいね

通りがかりに
さりげなく
様子をみて…

Aさんの
おうちの電灯が
ついたね

ごみは
ちゃんと出して
いるかしら

郵便受けが
いっぱいに
なっていたな

そんなまちを実現するために
少し詳しい人*に連
絡がつけば、専門
性の強い人たち*の
ネットワークにつ
ながります。

何か、変化に気づいたらまず、
ご近所で相談。
そして、ためらわずに、少し詳しい人*に
連絡しましょう。

地域ケアプラザ・区役
所・市役所などの公的
機関や各種専門家

民生委員・児童委員、自治会
町内会役員など* *

専
門
家
の
対
応

イ　メ　ー　ジ　図

～誰もが幸せに暮らせるまちを目指して～

第２期磯子区地域福祉保健計画
（スイッチＯＮ磯子Ⅱ） 計画案内役「梅さん」

国民年金について
コラム8

国民年金は、老齢、障
害及び死亡により生活の
安定が損なわれることが
ないよう、健全な国民生
活を維持・向上するため
自営業者等を対象にして
昭和36年４月に発足しま
した。

平成24年10月から後納制度が始まりました。
国民年金保険料の納め忘れの期間のある方は、お申込みにより、平成24年10月から平成27
年９月までの３年間に限り、国民年金保険料を納めることができる期間が、過去２年から10年
に延長（「後納制度」といいます）されます。

１号
被保険者

加入種別 対　　象　　者

２号
被保険者
３号
被保険者

保　険 ・ 年　金

〈強制加入〉
日本に住む20歳以上60歳未満の自営業者、自由業者、
学生、無職の人［21,278人］
〈任意加入〉
日本に住む60歳以上65歳未満の人、20歳以上65歳未満
の在外邦人［584人］
厚生年金、共済組合に加入している70歳未満の人（ただ
し、老齢年金の受給資格のある人は65歳未満）
厚生年金、共済組合加入者の被扶養配偶者で、20歳以
上60歳未満の人［14,458人］
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口座振替世帯現年度分収納率

〈国民健康保険料の現年度分収納率と口座世帯現年度分収納率〉
平成23年度の磯子区の現年度分収納率は18区中11位、口座振替世帯収納率は15位と

なっています。全国的に口座振替率の向上が収納率の向上につながる傾向があり、横浜
市でも、金沢区や栄区など口座世帯の収納率が高いところでは、現年度分の収納率も高
くなる傾向があります。

磯子区
横浜市

　42,600人（25.9％）
横浜市国民健康保険被保険者数（加入率）

926,198人（25.5％）
　17,512人

後期高齢者医療制度被保険者数

324,131人

（平成24年３月末現在）
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［　］は磯子区の加入者数
（平成24年３月末現在）
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